
 

         ◎‥‥よくあてはまる    ○‥‥あてはまる 

         △‥‥どちらともいえない  ×‥‥あてはまらない 

児童による評価結果                  ◎  ○  △  × 

わたしは，学校
がっこう

が楽
たの

しい。 27% 47% 20% 6 % 

わたしは，先生
せんせい

や友達
ともだち

から大事
だ い じ

にされている。 20% 74% 6 %  

わたしは，友達
ともだち

といろいろなことをよく話
はな

し合
あ

っている。 67% 27% 6 %  

わたしは，先生
せんせい

といろいろなことをよく話
はな

し合
あ

う。 14% 47% 33% 6 % 

わたしは，家
いえ

で毎日
まいにち

読
どく

書
しょ

をしている。 7 % 33% 40% 20% 

わたしは，よく運動
うんどう

や外
そと

遊
あそ

びをする。 60% 27% 13%  

わたしは，友達
ともだち

に自分
じ ぶ ん

のよい所
ところ

を知
し

ってもらっている。 33% 54% 13%  

わたしは，先生
せんせい

に自分
じ ぶ ん

のことをよく知
し

ってもらっている。 27% 53% 20%  

先生
せんせい

は，分
わ

かりやすく勉強
べんきょう

を教
おし

えてくれる。 33% 47% 20%  

わたしは，家
いえ

で勉強
べんきょう

している。 33% 53% 14%  

 

保護者による評価結果                                 ◎  ○  △  × 
学級での授業は，子どもの学力を伸ばす授業になっている

か。 
13% 67% 20%  

子どもは，学習内容が理解できており，基礎的な学力が身

についている。 
13% 60% 27%  

子どもは，毎日，家庭学習を続けて行っている。  20% 67%  13% 
子どもが問題集をした時は，いつも丸付けをしている。  20% 6 % 74% 
子どもは，毎日，家庭で読書を続けて行っている。 6 % 6 % 28% 60% 
家庭で本の読み聞かせや親子読書をしている。  13% 27% 60% 
学級の中で一人一人の子どもが大切にされているか。 33% 54% 13%  
保護者として，子どものことをよく理解している。 6 % 94%   
先生に子どものことをよく理解してもらっている。 27% 67% 6 %  
子どもにとって学校は楽しい場所になっている。 40% 40% 20%  
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教職員による評価結果                ◎  ○  △  × 
児童の学力を伸ばす授業ができているか。  100%   
児童に基礎学力がついているか。 17% 6 6 % 17%  
児童の家庭学習の習慣化に向けて取組を行えているか。 20% 6 0 % 20%  
児童の家庭学習での読書の習慣化に向けての取組を行えて

いるか。 
 6 0 % 40%  

一人一人を大切にした学級経営ができているのか。 33% 6 7 %   
児童にとって学校は楽しい場所になっているのか。 14% 8 6 %   
教職員の自己評価結果と児童・保護者の外部評価結果より  

＊「学校が楽しいか」については，保護者・教職員の７割以上が，「児童にとって学校

は楽しい所」という評価をしている。しかし，「どちらともいえない」という児童

が２割以上いる。児童にとって，学校が楽しい場所になるために，どのような点

で工夫・改善がいるのか話し合いが必要である。 

＊「学習内容の理解」については，教職員・保護者とも，児童が十分に理解している 

という評価はしていない。個別指導を含めて学習指導の一層の充実が必要である。 

＊「一人一人が大切にされているか」については，６％の児童が「どちらともいえな 

い」という評価をしている。学級経営において，「一人一人の児童を大切にする」 

ということを，教職員が具体化して示し共通理解していくことが必要である。 

＊「家庭学習の習慣化」については，８割以上の児童がしているにもかかわらず，13％

の保護者が，「習慣化しているとはいえない」という評価をしている。音読の聞き手

や問題集のまるつけなど，保護者が児童の家庭学習に具体的に関わっていけるよう

に，働きかけていく必要がある。 

＊「家庭読書の習慣化」については，4 割以上の児童が家庭読書をしているにもかかわ

らず，家庭読書ができていると評価している保護者は 12％で少ない。保護者が，本

の読み聞かせや親子読書など，家庭読書に具体的に関わっていけるような手だてを，

教職員が示していく必要がある。 

 2 月 10 日の京都市小学校「大文字駅伝大会」に 6 年生が小規模校連合チーム

『フレンズ』(新洞・鞍馬・花背・中川・宕陰・雲ヶ畑・静原)のメンバーとして

四区に出場します。都大路を力いっぱい走りますので，温かい応援をよろしく

お願いします。詳しくは，後日お知らせします。 


